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   Dermoid cysts of urinary bladder are a relatively rare occurrence, judging from the 
small number of cases reported in the urological publications. Primary dermoids of the 
urinary bladder extremely rare and secondary dermoid cysts of the bladder—perforation 
of the bladder arising from an ovarian of paravesical dermoid tumors are un-common. 
   This disease was first reported by Wallace in 1700. Wallace first drewattention to 
the phenomenon f the passage of hairs during micturition. In 1895 Clado collected 32 
cases of paravesical dermoid cysts from the literature. In 1913 Heller collected 59 cases 
of dermoid cysts of bladder, in 16 of which the patients was male. 
 Recently in 1939,  Litski  reported a case and stated the total number of 15 cases in the 
literature. Since then there is no articlet except of one case report. 
   In Japan, Matubara nd Amano first reported a case of secondary dermoid cyst of the 
bladder of a 14-year-old girl in 1899. Since then, isolated single cases have been reported. 
   In the present paper our tow cases of secondary dermoid cysts of bladderare desc-
ribed and 56 cases that the authors cellected from the Japanese urological literature, in 
only one case of which the patient was a 13-year-old boy of primary dermoid of urinary 
bladder, are reviewed in detail. (See each table.) 
   Case report. 1)  R.M., a 45-year-old Japanese woman,was first seen by our clinic on July 
1947, for miction pain, pollakiuria nd spontaneous discharge of small calculi, At this time 
a diagnosis of dedmoid cyst of the urinary bladder was made by a cystoscopic examina-
tion. 
   A patient disliked for removal of the dermoid tumor of bladder, therefore transure-
thral lithotripsy was made by Young 's  rongeur now and then. Five years later she passed 
a faeces per urethra with urine. After a while she died on March 1954. 
   2) K. M., a Japanese housewife aged 56 years, began to notice frequency on urination, 
pain at the end of urination, hematuria nd pain in the lower  abdomen. On July 1955 she 
was first seen by our clinic, At this time a cystoscopic examination was performed, Our
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first diagnosis was a urachal calculus. Suprapubic cystotomy was made and the tumor, 
that is 4.0 by 3.2 by 2.0 cm with hair, teeth and deposited calicium was found to be ex-
tending through the bladder. There was certainly dermoid cyst of bladder. When the 
peritoneum was opened the tumor was found to arise from the right ovary. The tumor 
mass was removed and than the bladder was closed with catgut and the peritoneum was 
closed with a continuous sutur of silk. A  Nelaton's catheter was inserted into the bladder 
through the urethra for drainage. 
   The patient made smooth recovery. 
   Read at 186th Meeting in Kyoto Section of Japan Urological Association, December 
15,  1956.
膀 胱類皮嚢 胞は,極 めて ま れな疾 患で あつ
て,膀胱腫瘍 の うちで は,わずか に1～2%を し
めるにす ぎず,内 外に於 て,そ の症例 が報告 さ
れて,そ の発生 と臨床 に興味 が もたれてい る.
すで に,1700年にWallaceは,尿 中に排 泄
され る毛髪 について記載 し,そ の後,1850年に
Rayerが毛髪尿 と膀 胱類 皮嚢胞 との関係 をあ
きらかに し,ま たCladoも,1895年に丈献 よ
り32例の膀胱 周囲類皮嚢 胞を あつめ,う ち18例
に毛 髪尿をみ たこ とをのべ てい る。 さらに,19
13年には,正{ellerは59例をあつめて 報告 し,
最近 では,1939年にLidskiが,最新 の丈献 よ
り15例を あつ めて まとめ てい る だけで,他 に
は,個 汝 の症 例報告 として発表 され てい るにす
ぎない.
本 邦に於 て は,1899年に,松 原 一天 野に よつ
て,は じめて14才の少女 にみ た膀胱類 皮嚢 胞が
報告 されたが,そ の後 今 日まで58年間 に50数例
が報 告 されて い る.
膀胱類皮嚢 胞は,一 般 に原発性 及び続 発性 の
ものにわ け られ るが,原 発性 に膀胱 に あらわれ
ることは樋 めて少 く,ほ とん ど卵巣 あ るいは膀
胱周囲組織 か ら膀胱壁 に穿孔続 発 して くる とさ
れて いるが,本 邦丈献で は,原 発性膀胱 デルモ
イ ドが比較 的多数報告 され てお り,こ の点,諸
外 国 とちがつた傾 向に あつ て奇 異 であ る.最
近,高 柳 は,本 邦交献 に 自らの症例 を加 えて52
例 をあっめ,ま た金沢等 は,そ れ に,自 分 の経
験 した症例 を1例 加 えて53例を,夫7〈St細に検
討 してい るが,そ れ に よると,原 発性膀胱類 皮
嚢胞 と称 してい るものは16例で,の こりのすべ
ては続 発性で あ り,こ の原 発性16例はみな女子
であつた とのべてい る.す ると,我 が国交献 の
うち,ち ようど1/3が原 発性・類皮嚢胞 とな り,
決 して まれであ るとはいえない.こ の点 につい
ては,高 柳,金 沢等 は,何 れ の原発例 も開腹術
を行わず,内 診に よつてのみ卵巣 に異常がない
とされてい る点 より,さ らに くわ しく調べ てお
れ ば,か な りの数に於 て,実 際 は続 発性 であろ
うとのべて疑問 をもたれてい る.こ の点,の ち
にもふれ るが,そ の通 りであつて,詳 細 に検討
すれば疑 いな く原発性 と考え られ るものは もつ
と少 な くなつて くるが,し か し,こ れ らの症例
につ いて検討す るためには,丈 献の記載 が不 漸
分 なのは残念 で,原 発性でなければ続発性 とす
るの もおか しく,事 実,原 発 のものか,続 発 し
た ものかわか らない としてい る症例 もあ り,ま
た,本 邦に於 て も,原 発性膀胱類皮嚢胞 に男子
例 の報告が あつて,す べ てが女子例 のみ という
訳では ない.
我 女は,最 近,教 室に於 て経験 した腸膀胱痩
を ともなつ た続発性膀胱類皮嚢胞,及 び尿膜管
結 石 と して膀胱切開 を行 い,手 術 に よつて続発
性膀胱類皮嚢胞 であ るこ との判明 した2例 を追
加報告 し,同 時 に,わ れわれ のあつめえた本邦








































診は不可 能であ る.やや貧 血様で,顔 はやっれてい
る.
膀胱鏡的検査を行 うと,頂 部 でゃや 右 よ りに,白
色,表 面粗な指頭大円形の結石が懸垂 して存在するの







































一部は腹 膜面が膀胱頂部 をかたちず くることになつ



















部分の大部は 皮膚面 で,そ こに10数本の,黒 い最長
5cmの 剛毛があ り,他に灰白色の柔毛と,多数の毛
嚢を認める.その裏面は腹膜におおわれ,犬歯様の歯
と骨片がみとめられ,腹 膜をはくりす ると,それ らの
歯,腎片,軟 骨,脂 肪組織及び筋肉が肉眼的に認め ら
れ,こ の聞を悪臭のっよいかゆ状の膠様物質でみたし
ている.
組織学的にも,皮膚 とその附属腺組織,毛 嚢,皮 下
脂肪組織,上 記の骨,軟 骨及び滑平筋線維があ り,皮
下には多数の円形細胞浸潤をみ とめる.しか し,他に






の女(松 原 ・天野),最 高は71才の婦人(吉 田)であ
る.
2)性 生活 との関 係をみる と,ほ とん どが既婚者














する位置,原 発,続 発の別,合 併症,治 療と予後,あ
るいは摘出腫瘍標本等について,これをまとめて考え
てみたい,
















































婦 人 に多 発 して い る こ とを物 語 り・従 つ て 発 症 平均 年
令 は38.4才とな る.し か し,1932年に片 岡 の報 告 す る























































































































Table 6. The complications of dermoid cysts of bladder 
       (but the stone-forming and cystitis)
vesico-intestinal perforation   3 
perforation among bladder, intestine and abdominal wall  1 
adhesion among bladder, coecum and appendix  1 
adhesion between bladder and ileocoecal omentum  1 
left ovarian dermoid cyst (dermoid cyst of bladder was  primary ) 
 ..........  .......  .....  .......   1 
right ovaryan cyst  1 
tuberculosis of the  tube  •••••••••  .....................  ••••••  ••••••  ...............  ••••••1 
formation of vesical  diverticulum  •••••••••  .........  •••  ...............  •••   2 














めは粘液様膿を,さ らには,糞,毛 髪,尿 を出し,ま
た,颯虫の排出もみた.こ れは,右卵巣類皮轟胞が,











8)治 療 として,も つ とも効果ある唯一の方法は膀
胱切開によるか,膀 胱部分切除術を行つて嚢胞を切除
摘出することである.
判明 した処置は,ほ とんどが手術によつてお り・そ
の術 式 は,第7表 に しめ す.
しか し,そ の ほ とん どが,高 位 切 開 そ の他 に よ り,
膀 胱 内 を あ らため,腫 瘍 を除 去 した のみ が多 く,同 時
に開 腹を 行 っ て原 発 部 位 を た しか め るだ け の労 力 をお
しん で い る ので,記 載 も,は つ き り原 発 部 位 の所 見 に
及 ん で い る もの は少 い.ま た,卵 巣 及び 膀 胱 間 に複 雑
な 癒 着 が あ り,膀 胱 を あ け た も のの,腫 瘍 の摘 出 が出












9)摘 出腫 瘍 につ い て は,第8表 に しめ した.最 大
の 重 量 を もっ1559例は,(高 柳,22才,♀)永 久歯10
本,乳 歯5本 が歯 槽 内 に あ り,更 に顎 骨 を もつ て い る
か らで あ ろ う.こ れ を の ぞ く と,次 は29gの(足 立,
30才,♀)例 で,さ きの155g例 をの ぞ い た平 均 重量
は,8.2gで あ る.
膀 胱 デ ル モ イ ドの構 成 組 織 は,す で に第8表 に しめ
す ご と く,簡 単 な皮 膚 とそ の附 属 器 官,毛 髪 か ら,複
雑 な 大脳 組 織,脊 髄 あ るい は,甲 状 腺等 にわ たつ て い
る.も つ とも複 雑 な構 造 を しめ した のは,剛 毛,柔 毛






髄,神 経細胞,ガ ソグリオy,こ とに交感神経に属す
る細胞をもち,そ の他,胎 生期の腸管粘膜,汗 腺原基























































とした報告が,わ が国にはないが,こ れは,原 発性 と
い うためには極めて慎重となり,また,前述のように,
手術の進歩,抗生剤の発展 と共に,単 なる膀胱高位切









巣は類皮嚢胞で切除 してお り,標本の形態等 より原発











みとめたが,双 合診で異常がないため,開 腹す ること
なく,原発性 と断じた.



















巣摘出術をおこなっ ており,卵 巣 と関係 なく原発性
と断じたが,卵 巣類皮嚢胞 が両 側性に来 ることは,
MayoClinicで10%,亀田によれば更に多く,17.92









♀,既婚)例 も,主 として,婦 人科的内診で異常のな
いことを強調し,決定的に診断 している.
また,渋 川(29才,♀,既婚)は,は じめ原発性の
複i雑デルモイドで,類 碕型腫 と して報告 したが,死
後,剖 検で左卵巣類皮嚢胞が続発性に膀胱に穿孔して
来たものである ことがわ かった ような 例もある(池
田)
これ らの うち,も っとも疑わ しいものにっいて,腫
瘍の位置をみると,膀胱 右 側に発生しているもの4








われわれは,最 近経験 した2例 の続発性膀胱
類皮嚢胞の症例を報告すると共 に,次 のことに
ついてのべた.
1)われわれ の経験 した2例 のうち1例 は,45
才の♀で,手 術を承知 しないので,砕 石術を行
つていたが,膀胱 腸痩をつくつて,初診4年 後
に死亡 した.他 の1例 は56才の♀で,腫 瘍摘 出
を膀胱高位切開及び,開腹術を併用して行い,
749
右卵巣類 皮嚢 胞に続 発す ることを知 つた.
2)われわれ は,わ が国 の丈献 より,類 皮嚢胞
の症例56例をあ つめ,そ れ をま とめて,男 女
別,発 生年令,結 婚,分 娩 との関係,症 状,と
くに,本 症 に特徴 的な毛 髪尿 は,約66%に み と
め ること,続 発性 膀胱デル モイ ドの原発部位
と,膀 胱 の発生部位 の頻度 と関係,合 併症 ,特
にこの場合 は,結 石形成 の有無,治 療 と予後 に
つ いて手術 の必要性 を強調 した.
また,摘 出組織 について も考えを まとめ,さ
らに,日 本 の文献 に諸 外国丈 献 と比較 しては る
か に多 い原発性膀胱 類皮嚢胞を くわ しく調べ,
それを批判 し,そ の多 くは続 発性 の もので ある
か もしれない ことをのべ た.
3)上にのべ た外 に,数 例,膀 胱 デルモイ ドに
ついての報告が あるが,詳 しい記 載がないため
に,は ぶか ない訳 にはゆかなかつたが,そ の交
献 の出所 はあき らか にしておいた.
省,dermoidcystの邦訳 について は,こ れ
までの文献 には 「皮様嚢 腫」 とい う言葉 を用い
て いたが,dermoは,皮,皮 膚,-oidは一類
で あ り,cystは嚢 胞,膀 胱 を意味 して,嚢 腫
の意味 はない.従 つて,こ れ を類皮嚢胞 にした
が,今 後 は,皮 様嚢腫 でな く,正 し く 「類皮嚢
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